
教育の基本構想（鶴城中学校グランドデザイン）

学校教育目標 自らの可能性を信じ、主体的に学び、共に「感動」「考動」する生徒の育成
育てたい資質・能力
①理由や根拠を明確にして、表現・行動する力
②課題の解決に向けて、見通しを持って、主体的に粘り強く取り組む力
③まわりの様子から、気づき・感じ、瞬時に動く力
④互いのよさを生かし、仲間や地域に貢献する力

豊かな人間性の涵養 確かな学力の育成 健康・体力の向上
○特別の教科「道徳」における ○研修の充実による「主体的・ ○新型コロナウィルスの感染症
考えを交流し深める授業の創 対話的で深い学び」の実現 予防対策等の適切な対応
造 ○検証改善サイクルの確立と確 ○授業等による体力及び運動

○人権教育の日常化・行動化に 実な共通実践 に親しむ態度の向上
よる人権尊重の精神に立った ○学習の基盤となる言語能力、 ○宇土市の「運動部活動の指
学校づくりの推進 情報活用能力、課題発見能力 針」に基づいた適正で魅力

○学校版環境ＩＳＯの取組によ 等の育成 ある部活動の実施
る環境教育の推進 ○各教科等と総合的な学習の時 ○活動中の事故防止の徹底

○集団の一員として、学級や学 間との関連づけによる主体的 ○家庭や地域学校保健委員会
校の快適な生活づくりを図る に学ぶ態度の育成及び教科横 と連携し、基本的生活習慣
生徒会活動の活性化 断的な学びの実現 の確立と個別の実態に沿っ

○いじめ等の未然防止・早期対 ○学びの連続性や深化のための た健康教育の推進
応の取組の充実 小中連携・一貫教育の充実 ○教科等と学校給食を関連さ

○生徒の可能性を最大限に伸ば ○学習規律の確立と主体的計画 せた食育の推進
すための専門家や関係機関と 的な家庭学習の推進 ○防災主任を中心とした防災
連携した組織的な支援の充実 ○読書活動の充実 教育、安全教育の推進

※全学調・県学調での伸び率 ※全学調・県学調での伸び率 ※身体状況の向上率

○自分によいところがある ＋２％ ○全教科定着率 ＋２％ ○新型コロナウイルス感染 ゼロ

○人が困ったときに助ける ＋２％ ○好き・理解できる ＋２％ ○肥満度 －２％

○地域への貢献意欲 ＋２％ ○将来役に立つ ＋２％ ○歯科処置完了者 ＋２％

※心のアンケートの伸び率 ○複数の情報の読み取り ＋２％ ※運動能力・体力検査の伸び率

○学校が楽しい ＋２％ ○計画的な家庭学習 ＋２％ ○県平均を上回る種目 ＋２％

○スマホ等のマナー ＋２％ ○毎月１冊以上の読書 ＋２％

配慮を要する生徒への効果的な支援・指導
○特別支援教育コーディネーターを中心に校内委員会での関係生徒・保護者への支援内容の充実
○主任等の連絡会や月１回の生徒理解朝会での生徒理解や具体策の情報共有
○特別支援教育コーディネーターを中心とした、特別支援学級担任、養護教諭、市学習支援員、ＳＣ、
ＳＳＷ、ＳＳ、関係機関等と連携した取組

指導体制の充実、家庭・地域との連携
○五者（学校・保護者・地域・生徒・行政）の連携・協働
○教職員の勤務時間適正化の推進（特に宇土市「運動部活動の指針」に沿った部活動の実施）
○同僚性を高め、組織で対応する危機管理体制の整備
○総合的な学習の時間等の授業、体育大会等の学校行事における地域人材、文化、施設の活用
○部活動における人間性と専門性を兼ね備えた外部指導者の確保
○「財務と教育課程」「学校と地域」をつなぐ役割を果たし、質の高い教育活動と学びの場の協創
○「地域学校保健委員会」、「宇土市青少年センター」、「宇土市保健センター」等との連携・協働
○宇土小学校、花園小学校、走潟小学校及び宇土東小学校との小中連携教育・一貫教育の充実

安心・安全 地域とともにある学校づくり
○薬物乱用防止教室、交通安全教室、自転車点検、 ○社会に開かれた教育課程の実現に向けた、「熊
救急救命研修及び日常の交通指導の徹底 本版コミュニティ・スクール（「学校運営協

○避難訓練の実施等による防災教育の充実 議会」）による学校運営への参画
○健康観察、安全点検、環境衛生検査の実施 ○学校評価の実施とその結果の公表
○関係機関と連携した施設設備の改善 ○定期的な学校便り等の発行、ホームページの
○通学路の安全確保 随時更新、安心安全メールによる周知徹底
○「心のアンケート」や「i-check」の分析と教育相 ○生徒の地域行事への参加協力
談の充実 ○「地域学校保健委員会」による啓発

○「宇土市青少年センター」と連携した補導活動 ○懇談会等での情報提供と情報収集


